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【活動の基本情報】 

 参加学生数：10名 

        1年生：4名、2年生：5名、3年生：1名） 

 活動期間：2021 年 5月～ 

 担当教員：堀田祐三子 

  

1．活動実施の経緯 

 2021 年度に続き「 岸和田市こころに残る景観資源発掘

プロジェクト」で選定された景観資源の利活用について検

討する。 こころに残る景観資源」を広く市内外へアピー

ルし、市民の景観意識の向上、地域への愛着やシビックプライドを高めることを企図する。 

 

2．活動の内容 

 定期的に集まり、岸和田市の景観資源の活用についてメンバーで話し合いを重ねた。 

8 月には、岸和田城、紀州街道、久米田池などの景観資源を現地で確認した。また、岸

和田市役所都市計画課の担当者の方々に活動の進捗報告を行い、景観資源を活用したイベ

ントの開催についての助言をいただいた。 

11 月には、景観資源を活用したウォーキングラリーイベントを開催した。岸和田城二の

丸公園を起点に、ベイサイドに向かうルートを設定し、40 名を超える参加者を得た。ゴー

ル地点では参加者アンケートを実施した「 13 件回収）。準備から当日の運営まで役割を分

担することで各自がするべきことが明確になり、スムーズに事が進んだ。イベント終了後

にミーティングを行い、反省点を全体で共有し、次年度への活動に活かすことを確認する

とともに、次年度の活動計画を話し合った。 

 

3．活動を通じて 

 初めて自分たちでイベントの企画から運営までを体験し、様々な課題点を見つけた。イ

ベントを開催するのかしないのか、どのような内容にするのか等で悩んだ時期があったが、

やってみないと気づけなかったことも多く、開催して良かったと思う。 

 活動に参加し、岸和田市役所の方々やイベントの参加者、通りかかった人にも積極的に

声をかけた。会話に応じてくださる人が多く、人との交流が楽しいと感じた。このように

現地で市民の方々と交流し、声を聴くことも景観資源の利活用を考える上で大切な事であ

ると考える。今回のイベントで学んだことを踏まえて、次年度の活動に臨みたい。 

大阪府岸和田市 

景観資源活用による景観意識の向上と 

地域の賑わい・活性化への影響 



39 

 

4．成果ポスター 

 



 

合同報告会 当日の様子 

 

大阪府岸和田市 

 

テーマ：景観資源活用による景観意識の向上と地域の賑わい・活性化への貢献 

 岸和田景観LPPは、昨年度の春休みに活動した調査の

報告と今年度のメインイベントであるウォークラリーの

準備から当日に至るまで、そして、参加者の方々が答え

て下さったアンケートをクロス分析した結果を報告会の

場で発表しました。発表では、お世話になった岸和田市

役所の方々が報告会に来てくださり、多くの方々と意見

交換等を行うことが出来ました。以下、コメントシートの質問への回答を掲載します。 

Q．「ウォークラリーのコースで、歩くには難しい道があったか気になった。」 

Ａ．歩く中で難しい道は特段なかったが、ゴール地点をショッピングセンターの裏に設定 

 してしまったため、ゴール地点に辿り着けなかった人が多くいたことが課題です。 

Q．「アンケートの回答数が少ないため、サンプルとして不十分ではないか？」 

Ａ．回答者数が少ないためサンプルの信頼度は低いかもしれないが、実際に分析したこと 

 によって、予想してなかった結果も見えてきたので、アンケート分析を行って良かった 

 と考えています。 


